３．防災教育・訓練のあり方
（1） 防災教育の充実・推進
学校における防災教育等は、様々な災害発生時における危険について理解し、正しい備えと適切な行動がとれるようにすることをねらいとして実施されており、新学習指導要領においても中学校の保健体育や小学校の理科、社会等において防災教育の充実が図られている。各学校においては、教科や特別活動における指導も含め、学校教育活動全体を通じて家庭や地域と連携を図りながら、児童生徒等の発達段階に応じた系統的な指導の充実のため、その体制整備や実施時間を確保することが必要である。



　（２）防災訓練の充実
　　　　防災訓練は、児童生徒が災害発生時に安全に避難することができる態度や能力を育成することをねらいとし、防災教育の内容について体験をとおして実践的に理解を深めるために実施する。

　　



◆引き渡し訓練の実施
　原則として震度５弱以上の地震が発生した場合や、東海地震の注意情報・予知情報などが発令された場合には、児童生徒は学校に留め置き、安全の確認された後保護者への引き渡しを原則とする。このような場合に備え、定期的に保護者への引き渡し訓練を実施しておくことが必要となる。
防災教育の基礎となる基本的な知識に関する指導の充実


○学習指導要領総則においては、「学校の教育活動全体を通じて安全教育に取り組むこと」とされている。特に理科や社会、保健体育等の各教科において地震の原因や、災害発生時の関係機関の役割、応急手当等の指導内容が含まれており、自然災害に関する正しい知識を習得させることが重要となる。


○防災教育を効果的に推進するためには、児童生徒等の発達段階に応じて危険を回避する能力と結びつけながら体系化を図り、教科等の内容や特別活動等との横断的・総合的な関連づけを工夫して、各学校で作成する学校安全計画に位置づけることが重要である。


○学校にいるときだけでなく、登下校中や自宅、外出先など、いつ、どこで災害に遭っても対応できるよう指導していくことが必要である。





②自らの危険を予測し、回避する能力を高める防災教育の推進


　　○自然災害では、想定した被害を超える災害が起こる可能性があり、臨機応変な判断や行動を取る姿勢を重視する教育により危険を回避することができる場合もある。児童生徒等が主体性を持って自らの命を守り抜く、そのために行動するという「主体的に行動する態度」を身につけることが極めて重要である。


　　○災害発生時に、自ら危険を予測・回避するためには、自然災害に関する知識を身につけるとともに、習得した知識に基づいて的確に判断し迅速な行動を取ることが必要となる。





③支援者となる視点から、安全で安心な社会づくりに貢献する意識を高める防災教育の推進


　　○防災教育においては、災害後の生活、復旧、復興を支えるための支援者となる視点も必要である。特に被災地でのボランティア活動は、支援者としての視点に立つ活動となり、重要な機会としてとらえることができる。


　　○ボランティア活動は、他人を思いやる心、互いを認め合い共に生きていく態度、自他の生命や人権を尊重する精神などに支えられており、よりよい社会づくりに主体的かつ積極的に参加・参画していく手段としても期待されている。


　　○過去の災害を語り継いでいくことで、命の大切さや助け合いのすばらしさなどを実感できるような教育や、活動の意義を明確に理解したボランティア活動などが求められる。





①防災訓練の目的


○児童生徒の危機回避能力の向上


○教職員の防災対応能力の向上





②防災訓練の充実


　○年度当初に必ず実施するとともに、教育課程に位置づけ、年間を通して計画的に実施


する。


　○様々な災害や場面を想定し、どのような災害に遭遇した場合でも安全に避難できる態度や能力を身につけられるよう、実践的な訓練を行う。


　○地域の防災訓練に学校として参加したり、地域と合同の防災訓練を実施する等、地域と連携・協力した防災訓練を実施するなどの工夫をする。





③防災訓練にあたっての留意事項


　○防災訓練の実施にあたっては、事前にその意義を児童生徒に十分理解させる。また、避難経路や避難方法などについて十分確認させるとともに、非常時には臨機応変に行動し「自らの身は自ら守り、安全に行動できる」ことを基本として指導する。


　○訓練は、多様な状況や避難方法を想定し、適宜行う。


　　（例）授業中・休み時間・放課後・登下校時　等


　　　　　屋内消火栓・救助袋・消火器・担架　などの利用


　○実施後は、教職員一人一人が役割分担や協力体制、児童生徒の非難行動、安全点検などの評価を行い、次回の訓練に反省点や課題を反映させる。


　○学区を共有する小中学校での防災訓練の共同開催等の連携についても検討する。
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